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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　４日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　濱谷　香桜理　　　記録者　福田　恵子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

食事・おやつ担当より

Ｃ・Ｄユニットの患者様のおやつを購入時の注意点をまとめ、買い物カードの箱の下に置いています。おやつ購入時は確認してから買い物に行きましょう。また、おやつに関して患者様の情報追加があれば、担当者にお知らせください。随時、カンファレンス等で情報を追加していきます。後に、Ａ・Ｂユニットの患者様の注意点もまとめていく予定です。

· 明日10/5（金）15：00～小坂Ｄｒが当院に来院予定です。婦人科処置や処置箋の記載を忘れずに行って下さい。本日は七戸での講演があり、来院されませんでした。

· 明日より定期採血・尿検査が始まります。忘れず実施して下さい。尿検査に関しては遅れる事がありますので、前日の準夜帯で患者様に一声掛けておき深夜帯で採取するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・橋本　万　様～10/5（金）１０：００～　介護認定調査の予定です。御家族のお兄様が同席され　

ることになりましたので、当日スタッフは立会いお願いします。

・野月平　チエ様～逆さ睫毛の為、ＡＺ点眼薬が外用処方になっています。掻痒感の有無や充血等について観察・確認していきましょう。

・鈴木　正長様～嗜好品について「食べたい」と話されています。現在、コーヒーのみしか無く、又、買物カードがありませんので、本日御家族（弟）へ電話連絡（留守電）行っています。後日面会に来るとの事でしたので、対応お願いします。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・木ノ下　ツヨ様～布団の敷き方・寝方についてスタッフに何度も聞いてくる事があります。肩の痛みについての訴えが継続して聞かれていますので、その都度スタッフは対応していき（特に異常は見られない事を伝える）、又、言語化出来ている事を評価していきましょう。余暇は、臥床傾向ですので、肩の運動を取り入れたプログラムを行い、実施した・しないに関わらず、本人は忘れてしまう事がある為、チェック表を作成しスタッフと一緒に取り組めるよう関わっていきましょう。受け持ちスタッフはチェック表の作成をお願いします。

・長根　矢一様～日中の徘徊目立っています。以前、他者の車椅子につまづき転倒していますので、

徘徊時は常時見守り・付き添いを行い、環境整備も併せて行っていきましょう。徘

徊が著しく大声を出している場合は、他者とのトラブルも考えられますので、自室

にて休んで頂く様にしましょう。臥床時はそのままにせず、プログラムへも参加し

て頂き、昼夜逆転を予防して下さい。

体位交換についての勉強会　　　　　　　　　　　担当：沢上

＜体位交換＞

1． 体位交換とは

自分で寝返りや移動ができない患者に対し行う介護技術の１つ。２～３時間ごとに身体の向きを変えて皮膚の同じ場所が圧迫されることを防ぐ。

2． 体位交換の目的

1 患者の精神的負担の軽減

→同一姿勢での臥床は患者にとってかなりの負担である。

2 患者の身体的負担の軽減

・長時間の同一姿勢は皮膚の圧迫により褥瘡や廃用症候群の原因にもなる。

· 廃用症候群

身体を使わないことによる身体機能の低下の総称。骨萎縮、筋萎縮、関節拘縮などがある。

3． 体位交換の留意点

· 寝たきりの患者の場合は最低２時間に１回は体位交換を行う。

→実際は、２時間同一姿勢を保つのも苦痛である。

· クッションなどの予防用具を活用することも必要。

→拘縮や麻痺がある患者には負担の軽減につながる。

· 患者にとって安楽な姿勢であるかが大事。

· 片麻痺の場合は、患側が上に健側が下に来るように行う。

→患側が下になると血流が悪くなってしまうため。

· 体位交換はベッド上だけで行うものだけではなく、臥床している状態から座位にすることも体位交換という。

· 患者にも出来ることは自分で行ってもらう。

→廃用症候群の予防にもつながる。







